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２期開発区域のまちづくりに向けて

JR東海道線支線の

地下化・新駅設置

・道路・広場等の整備
・2期ナレッジ・キャピタル

用地の確保

2期ナレッジ・キャピタル

の具体化に向けた
産官学での検討

2期開発区域のまちづくりの推進のため、ハード面・ソフト面の取り組みを一体的に実施

【ハード面の取り組み】

【ソフト面の取り組み】①

②

③



①JR東海道線支線の地下化・新駅設置
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○平成２１年度 国土交通省による
連続立体交差事業（施行者：大阪市）
の着工準備採択

○今後事業認可に向け、関係者間で調整を
図る。

■事業名
西日本旅客鉄道
東海道線支線
連続立体交差事業

（大阪駅北付近）

■対象区間
北区豊崎～福島区福島

（約２．３km）



②道路・広場等の整備、2期ナレッジ・キャピタル用地の確保
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○先行開発区域における実績を受け、都市再生機構による

・土地区画整理事業の実施による都市基盤整備

・ナレッジ・キャピタル形成のための用地の先行取得

に向け、関係者間で調整を図る。



③ ２期ナレッジ・キャピタル具体化に向けた産学官での検討

２期開発ビジョン企画委員会

委 員：学識経験者、大阪市、都市再生機構、

経済団体、地権者等の関係者 など

事務局：大阪市、関経連、都市再生機構

２期ナレッジ・キャピタル検討委員会（仮称）
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平成20年度

平成21年度

【目的】

人材育成やビジネス創出支援など、２期ナレッジ・
キャピタルでの具体的な事業展開、 施設イメージ

について検討する

民間企業を中心に、学識経験者、
行政・経済団体により構成



２期ナレッジ・キャピタル検討委員会(仮称)の構成案

澤 昭裕２１世紀政策研究所 研究主幹
委
員

橋本 秀樹
大阪市立大学大学院
理学研究科 教授

委
員

下田 吉之
大阪大学大学院
工学研究科 教授

委
員

大阪大学 理事・副学長

委
員
長

近畿経済産業局オブザーバー

近畿総合通信局オブザーバー

大阪府オブザーバー

社団法人 関西経済同友会オブザーバー

大阪商工会議所オブザーバー

※ 委員・オブザーバーについては、追加される場合がある。

西尾 章治郎

学識経験者

関西電力株式会社
委
員

大阪ガス株式会社
委
員

西日本電信電話株式会社
委
員

パナソニック株式会社
委
員

住友電気工業株式会社
委
員

企業

社団法人 関西経済連合会
委
員

独立行政法人 都市再生機構
委
員

大阪市
委
員

大阪駅北地区まちづくり協議会･事務局

行政・経済団体

他 数社
委
員


